
令和 7 年度 第 4 回コンクリート常任委員会 

議事録（案） 

 

日 時：2025 年 11 月 28 日（金）14 時 00 分－15 時 30 分 

場 所：ハイブリッド会議（土木学会講堂） 

出席者：岸委員長，半井幹事長， 

新，石関，石田（征），上田，上野，大城，加藤（佳），加藤（絵），河合，古賀，小林，下村，菅俣，杉

山，高橋，玉井，津吉，鶴田，中村，永元，藤山，細田，牧，松尾，丸屋，山口の各常任委員 

浦野，岡崎，白根，長井，三木，渡辺の各常任委員兼幹事 

佐々木（事務局） 

 

配布資料： 

資料 4-0 令和 7 年度 第 4 回コンクリート常任委員会 議事次第 

資料 4-1 令和 7 年度 第 3 回コンクリート常任委員会・第 1 回コンクリート委員会 議事録（案） 

資料 4-2 2025～26 年度コンクリート委員会・常任委員会 委員構成 

資料 4-3 土木学会 コンクリート委員会 示方書改訂小委員会 委員構成 

資料 4-4 土木学会 コンクリート委員会 102 規準関連小委員会 委員構成 

資料 4-5 カーボンニュートラルに向けたコンクリート構造物のあり方に関する研究小委員会 委員構成 

資料 4-6 委託研究申込書 日本産業機械工業会 

資料 4-7 コンクリート構造物の水密性とその性能評価に関する研究小委員会（369）委員会名簿 

資料 4-8 コンクリート委員会規則 

資料 4-9 土木学会 コンクリート委員会 235 委員会 報告書 目次 

資料 4-10  2026 年度 「重点研究課題（研究助成金）」募集について 

資料 4-11-1 土木学会の旅費規程の改正について 

資料 4-11-2  (J1-4) 土木学会役員・委員等国内出張旅費規則 

資料 4-11-3  (J1-5) 土木学会役員・委員等外国出張旅費規則 

資料 4-11-4  (J1-6) 土木学会受託研究国内旅費規則 

資料 4-12  コンクリート標準示方書の編集予算要求について 

資料 4-13-1  土木学会 吉田賞選考委員会 

資料 4-13-2  土木学会 吉田賞研究業績部門 令和以降の受賞者一覧 

資料 4-14  地震作用に対するコンクリート構造物の時空間性能評価研究小委員会 成果報告会 

 

 

議 事： 

1. 委員長挨拶（岸） 

岸委員長より，常任委員会の開催にあたり挨拶が行われた．内容は以下の通りである．委員長としての 2 期目

の１年が過ぎようとしている．来年度は委員長としての最終年にあたり，研究討論会について提案したく，本

日意見交換をお願いしたい． 

 

2. 令和 7 年度第 3 回常任委員会議事録（案）の承認（三木）【資料 4-1】 

・ 三木幹事より前回議事録案が読み上げられ承認された． 

 

3. 2025-6 年度コンクリート委員会・常任委員会の構成（岸）【資料 4-2】 

・ 岸委員長より山路常任委員から加藤（絵）常任委員への変更，山路氏は委員となることが提案され，承認

された． 

 

4. その他 

・ 特になし． 



 

審議事項： 

1. 第 1 種委員会について 

(1) 示方書改訂小委員会（101）の各編の委員構成（岸）【資料 4-3】 

・下村常任委員（示方書改訂小委員会委員長）より委員構成について説明がされた． 

・各編の具体的な改訂作業は従来通り WG ごとに行う．個別の劣化事例については SWG を設定して検討する

ことにしている． 

・設計編部会の既設 WG は，維持管理編の作用・性能評価 WG と同メンバーとし，主査副査を入れ替える形に

している． 

・提案された委員構成が承認された． 

 

(2) 規準関連小委員会（102）の委員構成（岸）【資料 4-4】 

・岸委員長より，委員の変更と所属変更の提案があり，承認された． 

 

2. 第 2 種委員会について 

(1) カーボンニュートラルに向けたコンクリート構造物のあり方に関する研究小委員会（238）の委員構成（岸）

【資料 4-5】 

・岸委員長より，委員の所属変更についての提案があり，承認された． 

 

(2) エコスラグの指針案作成のための委員会の設置方針（岸）【資料 4-6】 

・岸委員長より，日本産業機械工業会より「土木分野におけるエコスラグ利用普及に関する研究」の受託研究

申込書が準備中であり，理事会で承認がされればコンクリート委員会として受諾したいとの提案があった． 

・エコスラグの設計施工指針（案）を策定することが予定されている． 

・受託研究を進める委員会の委員候補が未だ提案されていないため，1 月の理事会でなく 3 月の理事会にて諮

られる予定である．承認されれば 2026 年 4 月から活動を開始する． 

・理事会承認が得られればコンクリート委員会として受諾することが承認された． 

 

3. 第 3 種委員会について 

(1) コンクリート構造物の水密性とその性能評価に関する研究小委員会（369）の委員構成（半井）【資料 4-7】 

・半井幹事長より，委員会委員の提案があった．委員会名称の変更があり，標記の委員会名を正式のものとす

ることが説明され，委員構成と共に承認された． 

 

4. その他 

(1) コンクリート委員会の規則の一部改定について（岸）【資料 4-8】 

・岸委員長より，コンクリート委員会の規則の一部改定について説明がされた．委員会規則のうち実態と相違

がある部分の変更の提案がされた． 

・常任委員会委員数を 30 名から 40 名へ変更する． 

・小委員会の委員長は常任委員となることとしていたが，3 種委員会が運用がされている実態を鑑みると，3 種

委員会の委員長は委員となることを原則とすることとする． 

・これらについて承認がされ，1 月の理事会で諮ることとなった． 

・なお，コンクリート委員会の HP 上に規則が掲載されているが，土木学会として公表している文書があるの

で，それを参照して付議することとする． 

 

(2) コンクリート構造物の品質確保・長寿命化対策検討小委員会（235）報告会について（岸）【資料 4-9】 

・岸委員長より報告会の開催方法についての提案があり，審議の結果，承認された． 

・細田常任委員（前小委員会委員長）より報告書の内容が説明された． 

 

(3) 重点研究課題（研究助成金）への申請について（半井）【資料 4-10】 

・半井幹事長より重点研究課題の案内の説明がされた．申請希望があれば 1 週間以内に委員長・幹事長に連絡

をすることとする． 



・コンクリート委員会としての単独申請を優先的に検討し，なければ構造工学委員会との共同提案を検討する．

委員長・幹事長に一任で申請を決定する． 

 

報告事項： 

1. 土木学会事務局からの報告 

(1) 出張旅費規則の改正について（半井）【資料 4-11】 

・土木学会の出張旅費規程が改正されたことが報告された．受託研究小委員会の活動が該当する． 

 

2. その他 

(1) 令和 8 年度出版企画について（半井）【資料 4-12】 

・半井幹事長より，コンクリート標準示方書の編集予算要求について説明がされた．予算要求は各出版物に紐

づいたものになっている． 

・小林委員より「表面保護工法設計施工指針」の出版計画について説明された．2026 年 12 月に入稿し 2027 年

3 月に講習会開催を予定する．600 部を印刷予定である． 

 

(2) 令和 7 年度吉田賞研究業績部門の推薦について（半井）【資料 4-13】 

・半井幹事長より，吉田賞の応募期間中であることが案内された．応募は自薦・他薦を問わないもので，コン

クリート委員会としての推薦は行わないので，候補の方がいらっしゃれば各自で検討を頂きたい．参考として

近年の受賞者リストが情報共有された． 

 

(3) 令和 8 年度土木学会全国大会研究討論会について（岸）【資料なし】 

・岸委員長より，研究討論会のテーマについて提案があり，意見交換を行った． 

 

(4) 地震作用に対するコンクリート構造物の時空間性能評価研究小委員会 成果報告会について（半井）【資料

4-14】 

・半井幹事長より地震作用に対するコンクリート構造物の時空間性能評価研究小委員会の成果報告会の案内が

された． 

 

次回常任委員会開催： 

 日時：1 月 20 日（火）14：00～17：00 Web＋土木学会のハイブリッド会議 

 議題：幹事長宛 1 月 7 日（水）までに 

 

以上 


